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１．はじめに 

道路や公園、河川等の公共事業で生じる裸地は、

浸食防止や周辺環境や景観への配慮から早期緑化が

求められるため、コストや入手のしやすさから外来

牧草による緑化が主流となっている。 

外来生物法等を背景に、公共事業で使用する緑化

植物についても地域生態系への配慮が求められてお

り、近年、一部ではススキ等の在来植物が利用され

るようになってきているが、国外由来の在来植物（中

国産のススキ等）が用いられ、日本に生育する系統

との遺伝的かく乱が懸念されている。 

図 緑化植物の位置づけ 

（H18環境省・農水省・国交省による調査報告書） 

２．研究の目的 

国総研では、表土利用工、自然侵入促進工、地域

性種苗利用工等の地域生態系の保全に配慮した緑化

工法に関する研究を行っているが、地域性緑化植物

の確保が課題となっている。そのため、望ましい種

を選定するための地域性緑化植物リストを作成する

とともに、市場生産による供給が困難な種について

は事業者が自ら又は地域と連携して簡便に採取・生

産する手法の開発を目指している。 

３．地域性緑化植物リストの作成 

関東地方において良好な植生を構成している二次

草原（ススキ型草地、シバ型草地等）と二次林の林

床植物の群落内の出現草種を抽出し、分類、自然分

布、形態、繁殖生態、開花期、結実期等の基本的な

情報の他、レッドリストへの記載、花の美しさ等の

観賞性、季語等の文化的価値、生育特性、自然侵入

促進工における出現実績等を整理した地域性緑化植

物リストを作成した。 

４．種子採取及び発芽試験 

リストの中から複数の群落において出現が確認さ

れ、文化的価値や鑑賞性、定着性等に優れた緑化植

物として有望と思われる50種について、採取場所、

時期、採取方法を検討し、今年度はそのうち20種に

ついて種子を採取した。 

採取した種子は、綿毛の除去等の精選作業を行っ

た後、無処理及び種に応じた発芽処理（低温湿層） 

を行い、発芽試験を実施した。 

５．結果及び今後の展開 

発芽試験の結果、7種については発芽が見られず、

他は発芽率1～63％であった。今後は発芽がみられた

種子について播き出し試験を行い、種子生産の可能

性について検討する。来年度以降、残り30種につい

ても種子を採取し、発芽試験及び播き出し試験を行

う予定である。 

 在来草本については発芽特性等についての既存知

見が少ないが、データを積み重ね、緑化への利用を

推進していきたい。  

写真-1 袋かけ及び種採取作業 

写真-2 発芽試験実施状況 
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１．はじめに 

「生物多様性国家戦略2012-2020」（平成24年9月）

では、愛知目標の達成に向けたわが国の国別目標を

設定しており、外来種対策の具体的な施策のひとつ

として、河川における外来種の急速な分布拡大を踏

まえた外来種対策の推進、外来植生等に関する調査

研究および効果的な対策の検討を行うとしている。 

また、環境省（外来種被害防止行動計画策定会議）

においては、外来種対策として蔓延防止のために侵

入初期段階を重視している。そのためには、河川に

おける外来植物対策において地上の植生状況のみな

らず、種子供給源および土壌シードバンク（埋土種

子集団）の形成を把握することが、外来植物の侵入

段階及び今後の分布拡大等の植生変化を把握する上

で重要となると考えられる。 

２．河川における土壌シードバンク調査 

前述の背景のもと、当研究室では、平成26年度よ

り河川における土壌シードバンクを用いた外来植物

の分布拡大抑制に関する研究を行っている。平成26

年度は、オオキンケイギク、アレチウリ等の特定外

来生物（植物）を含む外来植物が生育している全国

の６河川を対象として、生育箇所周辺で、地上部の

植生調査及び土壌のサンプリングを行った。また、

秋に採取した土壌サンプルについては、国総研構内

の温室で一部撒き出し実験も行った。注）特定外来生

物（植物）であるオオキンケイギクをはじめ多数の

実生発芽が見られた。現在これらのデータは分析中

であるが、その他、調査地区の土性や水位データよ

り推定した冠水頻度等のデータをもとに河川空間に

おける土壌シードバンクの分布特性を分析する予定

である。 

また、効果的・効率的な侵略的外来種対策の実現

には、対策の実施後に継続するモニタリング結果を、

次回の対策にフィードバックする「順応的な取り組 

み」、さらに、情報の公開と共有も必要であるとさ

れており1）、web等による外来種対策工の情報公開が

進みつつある。そのため、今年度の調査では、外来

種対策工の現状を把握するため、オオキンケイギク、

アレチウリ等６種の外来植物を対象として、国内の

主に河川で実施されている外来種対策工のweb調査

及び文献調査を行った。 

写真 撒き出し実験で発芽した実生の例 

図 河川における土壌シードバンク調査のイメージ 

３．おわりに 

本研究の成果により、土壌シードバンクの種組成

から外来植物の侵入動向を把握するための指標を構

築し、それらを用いた効率的な特定外来生物（植物）

等の対策方法についてとりまとめたいと考えている。 

【参考】 
1) 河川における外来種対策の手引き（国土交通省河川環
課,2013.12）
http://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kanky
o/gairai/tebiki.html 
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注）学術研究の目的等で、特定外来生物（植物）の種子や植物種により根等の政令で定める器官を含む土壌の運搬及び栽培を行うには、外来生

物法第5条の規定に基づき、主務大臣の許可を得る必要がある。 

撒き出し実験

出現種組成×河川空間特性 空間的な土壌シードバンクの分布特性

土壌採取

植生調査・

環境条件調査

流程、周辺土地利用、植生、供給源等

を考慮した調査区の設定

外来種対策工実施箇所

の植生遷移調査

オオキンケイギク         アレチウリ 

(学術博士) 
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